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論 文 内 容 の 要旨
D o u g h e r t yら の 研 究 に よ っ て , 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の う ち , あ る 特 定 の 構 造 式 の も の は , き わ め て 著 し
い リ ン パ 球 な ら び に リ ン パ 組 織 に 対 す る 作 用 を 示 し , そ の 注 射 に よ っ て き わ め て 短 時 間 内 に 一 過 性 の 血 中
リ ン パ 球 減 少 を 釆 た し , そ の 作 用 機 序 は お そ ら く リ ン パ 球 に 対 す る 直 接 変 性 効 果 に あ る も の と 思 わ れ る ｡
著 者 は 本 論 文 に お い て , 従 来 正 確 な 研 究 の 少 な か っ た 中 枢 お よ び 末 梢 リ ン パ 量 に 及 ぼ すC o r t i s o n eの 作
用 を 研 究 し , あ わ せ て リ ン パ 内 リ ン パ 球 数 の 検 討 を も 試 み た ｡
末 梢 血 に お い て 従 来 白 血 球 数 の 日 中 変 動 の あ る こ と が 知 ら れ て い る が , ま ず 著 者 は 予 備 実 験 と し て 中 枢
お よ び 末 梢 リ ン パ 球 数 の 日 中 変 動 を 調 べ た が , リ ン パ 球 は 比 較 的 安 定 な 細 胞 で あ り , 若 干 日 中 変 動 を 示 すが , 本 研 究 の 目 的 と す る よ う な 一 時 間 以 内 の 変 動 を 目 的 と す る 場 合 に は , 重 要 な
F a c t o rと は な り 得 な い
も の と 考 え た ｡
次 に 健 常 成 熟 家 兎 の 胸 管 リ ン パ に つ い て ,1時 間 リ ン パ 量0 . 7 5 m】 ,c m mリ ン パ 中 リ ン パ 球 数4万
1時 間 流 出 リ ン パ 球 総 数, 3 0 × 1 06の 数 値 を 得 た ｡ 次 に 膝 窟 輸 出 リ ン パ に つ い て は , そ の 正 常 値 は リ ン パ
量1時 間0 . 7 3 m 1 , 1 c m mリ ン パ 球 数7 2 0 0 ,流 出 リ ン パ 球 総 数5 3 × 1 06を 得 た ｡
次 にC o r t i s o n e投 与 例 で は 胸 管 リ ン パ に つ い て は リ ン パ 量1時 間 値0 . 7 5 m 1, c m mリ ン パ 中 リ ン パ
球 数2 6 0 0 0,1
時 間 流 出 リ ン パ 球 総 数9 . 6 × 1 06で 大 体/ 3 程 度 に 減 少 し て お り , そ の 原 因 は 単 位 リ ン パ
中 の リ ン パ 球 数 の 減 少 に 基 づ い て お り , リ ン パ 量 自 体 に は ほ と ん ど 影 響 が な い こ と が 判 っ た ｡ 末 稽 リ ン パ
に つ い て はC o r t i s o n e投 与 例 で リ ン パ 量1時 間 値0 . 7 4 m 1 , 1 c m m中 リ ン パ 球 数4 1 6 0,
流 出
リ ン パ3 . 1 × 1 06で あ り , 中 枢 リ ン パ 同 様 の 関 係 に あ る こ と が 判 っ た ｡
要 す る に 中 枢 , 末 梢 リ ン パ を 問 わ ず
, C o r t i s o n e
投 与 例 で は リ ン パ 量 に は 著 変 が な い が , 単 位 リ ン パ 量
中 の リ ン パ 球 数 の 著 減 が あ り , そ の た め 単 位 時 間 流 出 リ ン パ 球 数 の 著 減 を 招 来 し て い る こ と が 判 っ た ｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
D ough erty らの研究によって, 副腎皮質ホルモンのうち特定の構造式を有するものは, その投与によ
ってきわめて短時間持続する一過性の著明な血中リンパ球減少症を示すが, 間もなく回復する｡ その作用
機序はリンパ球に対する直接変性効果によるものと推論される｡
著者は本論文において, 近時開発された標準 リンパ採取法によって, 従来正確な研究の少なかった リン
パ内リンパ球に対する C ortisone の影響, とくにリンパ量におよばす効果を決定した｡
■
健常成熟家兎の胸管 リンパについての標準 1 時間値は著者によれば, リンパ量 0 .75m 1, 1 cm m リン
パ中リンパ球数 4 万, 流出リンパ球数 30×106 であった｡ これに対して C ortisone 投与例では 1時間値
はリンパ量 0 .75m 1, 1 cm m 中リンパ球数 26,000 流出リンパ球数 196 ×106 であった｡
末梢 リンパ, すなわち膝窟輸出リンパでは正常 1時間値, 0 .73m 1, 7200, 5.3×106 で, C ortisone 投
与例では, 0.74m 1, 4160, 3 .1×106 であった｡
したがって中枢, 末稽 リンパを問わず, 注射 1 時間値はそれぞれ 2/3程度に減少してお り, その主因は
単位 リンパ内リンパ球数の減少にあり, リンパ流量の変化によるものでないことがわかった｡
以上著者の論文は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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